
森秀織物旧土蔵 

木造 2階建、切妻造瓦葺の土蔵である。南北(桁行)9.1m、東西(梁間)3.64mで、東側に出入口の

ほか窓を設け、東西の妻側のほぼ中央にも窓がある。外壁はモルタル塗とし、目地が施されている

ため石積風に見える。内壁は板張である。 

本来、森秀織物工場の生糸蔵として、主屋背後の西蔵の位置に建てられていたものを、昭和 30

年代後半に移築したという。現在は織物参考館「紫」織蔵のギャラリーとして活用されている。大

正 13年の創建当初の一つと考えられる。 

 

旧土蔵（現在 織物参考館「柴」織蔵） 

 

旧土蔵の西面 



 

 

 


